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【解　説】

1（6）　分配法則を利用して、次のように式を変形することができます。

1 7
23 × 1

3 ＋ 1
4 ×1 7

23 －1 7
23 × 1

5
＝ 1 7

23 ×（ 1
3 ＋ 1

4 － 1
5 ）

＝1 7
23 × 23

60
＝ 1

2
2（1）　（場合の数）　

５人から３人を選ぶ場合の数は、５人から残りの２人を選ぶ場合の数と同じです。

5×4÷2＝10（通り）

（2）　（条件整理）

Aの発言から、A、C、Dは１位ではないとわかります。また、Bの発言からBも１位では

ないとわかります。A、B、C、Dは１位ではないので、１位になった人はEとわかります。

（参考）３人の発言より５人の順位を決定できます。まず、Aの発言からAは２位か３位で

あるといえます。このこととCの発言から、Cは３位か４位であるといえます。ところが、

Bの発言より、BはAとCの間といえるので、２位はA、３位はB、４位はCとわかります。

最後に、Aの発言より、Dが５位だとわかります。よって、１位はE、２位はA、３位はB、

４位はC、５位はDと決まります。

（3）　（平面図形の回転）

右の図のように、ア～エとします。

「ア＋イ」の半円と「イ＋ウ」の半円の面積は等

しいので、アとウの面積は等しいことがわか

ります。よって、影
かげ

をつけた部分の面積は「ウ

＋エ」の扇
おうぎ

形
がた

の面積と等しくなります。

（3×2）×（3×2）×3.14× 45
360 ＝14.13（cm2）

（参考）　右の図より、図形全体の面積は、

（半
はん

径
けい

３cmの半円の面積）＋（扇形ABB’の面積）

で求められます。

白い部分の面積は（半径３cmの半円の面積）な

ので、

（影をつけた部分の面積）

＝（図形全体の面積）－（白い部分の面積）

＝（半径３cmの半円の面積）＋（扇形ABB’の面積）－（半径３cmの半円の面積）

＝（扇形ABB’の面積）となります。

ア

イ
ウ

エ

45°
A O3cm

45°
A B

Ｂ’

O3cm

ア

イ
ウ

エ

45°
A O3cm

45°
A B

Ｂ’

O3cm
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（4）　（流水算）

川の流れの速さは、（下りの速さ－上りの

速さ）÷2で求められます。

72÷9＝8（km/時）……上りの速さ

72÷4＝18（km/時）……下りの速さ

（18－8）÷2＝5（km/時）

（5）　（条件不足のつるかめ算）　

３種類の硬
こう

貨
か

を１枚ずつ使った場合の残りの金額は、250－（5＋10＋50）＝185（円）なの

で、50円硬貨の枚数別に、10円硬貨に着目して185円を作る場合を考えます。

185＝50×3＋10×3＋5×1より、50円硬貨を３枚使う場合は10円硬貨の使い方が３枚か

ら０枚まで４通りあるので４通り。

185＝50×2＋10×8＋5×1より、50円硬貨を２枚使う場合は10円硬貨の使い方が８枚か

ら０枚まで９通りあるので９通り。

185＝50×1＋10×13＋5×1より、50円硬貨を１枚使う場合は10円硬貨の使い方が13枚か

ら０枚まで14通りあるので14通り。

185＝50×0＋10×18＋5×1より、50円硬貨を使わない場合は10円硬貨の使い方が18枚か

ら０枚まで19通りあるので19通り。

以上より、4＋9＋14＋19＝46（通り）。

50円（枚） 3 2 1 0
10円（枚） 3、2、1、0 8、7、6、…、 0 13、12、11、…、 0 18、17、16、…、 0
5円（枚） 1、3、5、7 1、3、5、…、17 1 、 3 、 5 、…、27 1 、 3 、 5 、…、37

４通り ９通り 14通り 19通り

（6）　（水量の変化とグラフ）

30×40×（14－9）＝6000（cm3）……水を入れ始めてから５分後～９分後に入った水の量

6000÷（9－5）＝1500（cm3）……水そうに１分間で入る水の量

30×40×9－1500×5＝3300（cm3）

3 　（図形の数列）

ご石の個数を１段
だん

目から順に見ると、１、３、５、７、９、…と奇
き

数
すう

列
れつ

になっています。

（1）　2×14－1＝27（個）

（2）　１からの連続する奇数の和は、（奇数の個数）×（奇数の個数）で求められます。

1＋3＋5＋…＋27＝14×14＝196（個）

（3）　１段目と２段目、３段目と４段目、…、13段目と14段目というように２段ずつ７つ（＝14

÷2）の組にすると、どの組でも黒は白より２個少ないことがわかります。

よって、14段目までの黒は、白より2×7＝14（個）少なくなります。

（196－14）÷2＝91（個） 

上りの速さ

静水の速さ

下りの速さ

川の流れの速さ
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4 　（平面図形の移動）

（1）　1×7－5＝2（cm）……FCの長さ

よって、７秒後に２つの図形が重な

っている部分は、右の図の影をつけ

た部分となります。2×8＝16（cm2）

（2）　1×8－5＝3（cm）……FCの長さ

よって、８秒後に２つの図形が重な

っている部分は、右の図の影をつけ

た部分となります。

この部分の形はエの五角形です。

（3）　２つの図形が重なっている部分の面

積が最大になっているのは、たとえ

ば、右の図のようなときです。

（2＋10）×8÷2＝48（cm2） 

5 　（ニュートン算）

（1）　100×4×20＝8000（L）……20分間にくみ出した水の量

100×5×12＝6000（L）……12分間にくみ出した水の量

8000－6000＝2000（L）……８分間（＝20－12）にわき出した水の量

2000÷8＝250（L/分） 

（2）　8000－250×20＝3000（L）

（3）　3000÷（100×7－250）＝6 2
3（分）より、

６分40秒かかります。

6 　（数の性質）

（1）　72＝1×72＝2×36＝3×24＝4×18＝6×12＝8×9より、12個あります。

（2）　AとBの最小公倍数が72なので、AとBはどちらも72の約数となります。また、Aが72な

ので、BはAより小さい72の約数であればどれでもよいことがわかります。よって、Bと

A

B
F

E H

ℓ
C G

10cm

16cm

8cm8cm

2cm
2cm

A

B F

E H

ℓ
C G

16cm
7cm

8cm

2cm

2cm

3cm

A

B F

E H

ℓ
C G8cm

8cm

2cm

2cm

16cm

満水時の
水の量

４台のとき
8000Ｌ

20分でわき
出る水の量

満水時の
水の量

５台のとき
6000Ｌ

12分でわき
出る水の量
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して考えられる整数は11個（＝12－1）あります。

（3）　72＝2×2×2×3×3より、AとBのどちらか一方が2×2×2を含
ふく

み、もう一方が3×3を含

んでいることが必要になります。

AはBより大きいので、Aを36（＝2×2×3×3）、24（＝2×2×2×3）、18（＝2×3×3）、9（＝

3×3）として、考えられるBを探します。

・Aが36（＝2×2×3×3）のとき

　 Aが3×3を含んでいるので、Bとして考えられる整数は8（＝2×2×2）、24（＝2×2×2

×3）の２通りあります。

・Aが24（＝2×2×2×3）のとき

　 Aが2×2×2を含んでいるので、Bとして考えられる整数は9（＝3×3）、18（＝2×3×3）

の２通りあります。

・Aが18（＝2×3×3）のとき

　Aが3×3を含んでいるので、Bとして考えられる整数は8（＝2×2×2）の１通りあります。

・Aが9（＝3×3）のとき

　Aが3×3を含んでいるので、Bとして考えられる整数は8（＝2×2×2）の１通りあります。

以上より、Aが72以外のとき、AとBの組み合わせとして考えられるのは６通り（＝2＋2

＋1＋1）あります。

7 　（面積と辺の比）

（1）　底辺2.5cm（＝10÷4）、高さ10cmの

三角形です。

2.5×10÷2＝12.5（cm2）

（2）　平行な線に平行記号や等しい長さ

の辺に等しい記号を入れ、右の図

のように補
ほ

助
じょ

線
せん

を引きます。高さ

が同じ三角形の底辺比と面積比は

等しいので、同じ記号（○、△、□）

を入れた三角形の面積はそれぞれ

等しいことがわかります。

よって、（影をつけた部分㋑、㋓の面積の合計）：（白い部分㋒、㋔の面積の合計）

＝（○＋△＋□）：（○＋△＋□）＝1：1となります。
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（3）　（2）と同様に考えると、影をつけた部分の面積の合計と、㋐以外の白い部分の面積の合計

は等しいことがわかります。よって、影をつけた部分の面積の合計は、直角二等辺三角

形の面積から㋐の面積をひいた残りの面積の半分です。

（10×10÷2－12.5）÷2＝18.75（cm2）

8 　（比と比の性質の利用）

（1）　（1÷70）：（1÷50）＝5：7

（2）　A、Bの1目もりの長さをそれぞれ５、７として考えます。

5×14＝70……Aの０の目もりと14の目もりの間の長さ

7×（50－14）＝252……Bの14の目もりと50の目もりの間の長さ

AとBの両方の目もりがぴったり合っているのは、５と７の最小公倍数の35ごとです。

70÷35＝2より、14の目もりより左側に２か所あります。

252÷35＝7 1
5 より、14の目もりより右側に７か所あります。

よって、2＋7＝9（か所）あります。

（3）　同じ長さを測るとき、Aで測る値
あたい

とBで測る値の比は7：5となります。

長方形のたてをAで測ったときの値を⑦、横をAで測ったときの値を7とすると、た

てをBで測ったときの値は⑤、横をBで測ったときの値は5と表せます。

よって、問題の条件を式で整理すると、

1
2
3

⑦＝5＋5

　⑤＝7－17

となります。

２つの式の⑦と⑤を㉟にそろえると、

1
2
3

㉟＝□25＋25

　㉟＝□49－119

となるので、□25＋25＝□49－119　がわかります。

　（25＋119）÷（49－25）＝6……1の値

　6×5＝30……横をBで測ったときの値

　6×7－17＝25……たてをBで測ったときの値

算数─解答と解説
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ア

ア
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【解　説】
1　地形図に関する問題
問１　主曲線が10mおきに描

か

かれている地
形図の縮尺は２万５千分の１です。よっ
て8cm×25000＝200000cm＝2000mとな
ります。２万５千分の１の地形図では計
曲線は50mおきに描かれます。
問２　地形図は北を上にして描かれている
ので、南東となります。
問３　後楽園は17世紀の末に岡

おか

山
やま

藩
はん

主
しゅ

の
池
いけ

田
だ

綱
つな

政
まさ

が家臣に命じてつくらせた庭園
です。日本三名園には他に茨城県水戸市
の偕
かい

楽
らく

園
えん

があります。
問４　金

かな

沢
ざわ

と群馬県高
たか

崎
さき

市を結んでいるの
は北陸新幹線です。ほとんどの列車は東
京駅まで直通しています。上

じょう

越
えつ

新幹線は
大宮駅と新

にい

潟
がた

駅、東北新幹線は東京駅と
新青森駅、山陽新幹線は新

しん

大
おお

阪
さか

駅と博多
駅の間をそれぞれ結んでいます。
問５　金沢市の寺町周辺にある寺院群は、
一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

から城を守るためにこの地
ち

域
いき

に
集められました。金沢市には他に２カ所、
寺院が集中している地区が見られます。
問６　金沢市は石川県の県庁所在地で、
2017年１月現在で人口約46万６千人の
都市です。
問７　路面電車の地図記号は で
すので、金沢市内に敷

ふ
設
せつ
されていないこ

とが分かります。私
し

鉄
てつ

の路線は金沢駅、
野町駅周辺で見られます。
問８　さすまたは江戸時代に消防活動に従
事した火消しが使用した道具で、長い棒
の先に二またに分かれた金具を取り付け
たものです。これを図案化した地図記号
は で消防署を表します。よってエが正
解となります。警棒を交差させた地図記
号は で警察署、機械の歯車を図案化
した地図記号は で工場、赤十字の印
を図案化した病院の地図記号は です。
問９　アは富山県富山市、イは石川県七

なな

尾
お

市、ウは石川県金沢市、エは福
ふく

井
い

県福井
市です。
問10　円内には博物館を示す 、図書館

を示す 、警
けい

察
さつ

署
しょ

を示す の地図記号
は見られますが、小中学校を示す地図記
号 は見られません。 は高等学校の
地図記号です。
問11　加

か

賀
が

友
ゆう

禅
ぜん

は江
え

戸
ど

時代中期から始ま
った染め物の伝統的工芸品で、金沢市内
の浅野川では染

せん

料
りょう

や糊
のり

を洗
あら

い流
なが

す友禅流
しが見られることがあります。
問12　国土地理院は日本の地図記号の中
には外国人にとって分かりづらいものも
あるという理由から、2016年に15種類
の外国人向け地図記号を発表しました。
の地図記号は手紙の形からとられた

地図記号で、郵
ゆう
便
びん
局
きょく
を示します。他に交

番や教会、病院などの外国人向けの地図
記号が定められました。

2　日本の地理に関する問題
問１　千島海流は、カムチャツカ半島の東
からおおよそ千島列島に沿

そ

って南下して
くる寒流です。夏の暖

あたた

かく湿
しめ

った南東季
節風が千島海流の上で冷やされることに
よって濃

のう

霧
む

が発生します。
問２　酪

らく

農
のう

とは、乳
にゅう

牛
ぎゅう

を飼育して生
せい

乳
にゅう

やバ
ター、チーズなど酪製品を生産する農業
の形態です。根

こん

釧
せん

台地は大部分が火
か

山
ざん

灰
ばい

に覆
おお

われている上、春～夏頃
ごろ

に濃
のう

霧
む

が多
く発生して日照を遮

さえぎ

るのであまり気温が
上がらず、農作物の生産に適していませ
ん。このため酪農地帯が広がる地域とな
っています。北海道は東京などの大消費
地から遠く離

はな

れているため、生乳の多く
はバターやチーズなどに加工されていま
す。
問３　東経140度の経線は、秋田県大

おお

潟
がた

村
の他、福島県会

あい

津
づ

若
わか

松
まつ

市、栃
とち

木
ぎ

県大田原
市、茨

いばら

城
き

県常総市、千葉県船橋市などを
通っています。
問４　愛

え

媛
ひめ

県の宇
う

和
わ

海
かい

はリアス海岸で遠浅
でないため、干

かん

拓
たく

は進められていません。
問５　群馬県の県

けん

庁
ちょう

所在地の前橋市は、
2017年１月現在で人口約33万４千人の
都市です。
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問６　利根川は流
りゅう

域
いき

面積が日本最大の約
16842㎢で、関東地方のほとんどの都県
が流域に含

ふく

まれますが、神
か

奈
な

川
がわ

県は相
さ

模
がみ

川や多
た

摩
ま

川などの流域に属しています。
問７　水屋は洪

こう

水
ずい

から家屋などを守るため
に、高く土

つち

盛
も

りした土台の上に立てられ
た建物です。洪水時は長期間水屋で生活
できるように味

み

噌
そ

なども備えられていま
した。アは沖

おき

縄
なわ

県竹富島の伝統的民家、
ウは岩手県などで見られる曲がり屋、エ
は岐

ぎ

阜
ふ

県白
しら

川
かわ

郷
ごう

などで見られる合
がっ

掌
しょう

造り
の建物です。
問８　カルデラとは火山の爆

ばく

発
はつ

などにより
形成される、大きなすり鉢

ばち

状の凹地（窪
くぼ

地
ち

）のことです。カルデラに水がたまっ
て形成された湖をカルデラ湖といい、北
海道の屈

くっ

斜
しゃ

路
ろ

湖や洞
とう

爺
や

湖、青森県と秋田
県にまたがる十和田湖などがその例で
す。
問９　風評被

ひ

害
がい

とは、家
か

畜
ちく

の伝
でん

染
せん

病
びょう

や地
じ

震
しん

の被
ひ

害
がい

、原子力発電所の事故などが連日
報道されることにより、安全である地域
まで訪

おとず

れる観光客が減少したり、安全性
に問題のない食品が売れなくなるなどに
よって発生する経

けい

済
ざい

的な被害のことで
す。

3　法令の歴史に関する問題
　まず最初にＡ～Ｆの法令を確定します。
Ａは治安維

い

持
じ

法、Ｂは『今川仮名目録』や
『信

しん

玄
げん

家法』など分国法、Ｃは安全保
ほ

障
しょう

関
連法、Ｄは班

はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅの

法
ほう

、Ｅは徴
ちょう

兵
へい

令
れい

、Ｆは
異
い

国
こく

船
せん

打
うち

払
はらい

令
れい

です。
問１　治安維持法は加

か

藤
とう

高
たか

明
あき

内
ない

閣
かく

のもと
1925年に成立しました。浜

はま

口
ぐち

雄
お

幸
さち

は
1927年から1931年の間、東条英機は
1941年から1944年の間、田中義一は
1927年から1929年の間、内閣総理大臣
の職にありました。
問２　社会主義運動を取

と

り締
し

まる目的で制
定された治安維持法は、後には平和や自
由を唱える人々も取り締まっていくこと
になります。

問３　戦国大名は自分の国を支配するため
に、違

い

反
はん

した場合の厳
きび

しい刑罰が定めら
れていた分国法（家法）と呼

よ

ばれる法律
をつくりました。
問４　上

うえ

杉
すぎ

家は現在の上
じょう

越
えつ

市付近を本
ほん

拠
きょ

地
ち

として、新
にい

潟
がた

県や長野県の北部などを支
配していました。北条家は神

か

奈
な

川
がわ

県や千
葉県など関東地方、島

しま

津
づ

家は鹿児島県や
宮崎県など九州地方南部、毛利家は広島
県や山口県など中国地方西部を支配して
いました。
問５　安全保障関連法の施

し

行
こう

にともなっ
て、そのまま放置すれば日本が直接攻

こう

撃
げき

されるおそれのある事態の場合、戦
せん

闘
とう

が
行われていない場所であれば日本周辺以
外でもアメリカ軍など同

どう

盟
めい

国
こく

の軍隊に後
方支

し

援
えん

ができるようになりました。
問６　安倍内閣は2014年に閣

かく

議
ぎ

決定によ
り憲
けん

法
ぽう

の解
かい

釈
しゃく

を変
へん

更
こう

し、集団的自衛権
けん

の
行
こう

使
し

を認
みと

めました。自衛権には個別的自
衛権と集団的自衛権があり、集団的自衛
権とは自国と密

みっ

接
せつ

な関係にある外国（同
盟国）が攻撃された時、自国がまだ攻撃
されていなくてもともに反

はん

撃
げき

する権
けん

利
り

の
ことです。
問７　班田収授法は６歳以上の男子には２
反、女子にはその３分の２の土地を国家
から与

あた

え、死ぬと次の班田収授の時に国
家に返すという内容だったため、戸

こ

籍
せき

を
整備して男女の人数を把

は

握
あく

することが当
時の国家にとって大変重要なこととなっ
ていました。農民には租として収

しゅう

穫
かく

高
だか

の
３％の稲

いね

を地方の役所に納
おさ

める税が課せ
られました。税には他に地方の特産物を
納める調、都で10日間働く代わりに布
を納める庸

よう

、国司が農民などを年60日
を限度として労働させることができる労
役である雑

ぞう

徭
よう

などがありました。
問８　国家から与えられた土地を口分田と
いいます。農民は男女や年

ねん

齢
れい

によって税
の重さが異

こと

なったため、男女の比率や年
齢を偽

いつわ

って戸籍に登録したり、口分田を
捨
す

てて逃
に

げることがしばしば見られるよ
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うになりました。そのため口分田が不足
するようになり、その対

たい

策
さく

として三世一
身法などがだされましたが、あまり効果
はありませんでした。
問９　明治政府は富国強兵と殖

しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

を標
語に、欧

おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に追いつくためにさまざ
まな政

せい

策
さく

を進めました。富国強兵とは国
の経

けい

済
ざい

力
りょく

を高めて強い軍隊を持つこと
で、その一

いっ

環
かん

として1873年に徴兵令が
定められました。
問10　徴兵令により満20歳以上の男子は
兵役の義務を負うことになりましたが、
長男や役人などは兵役を免

めん

除
じょ

されていま
した。そのため兵役の多くは、農家の次
男以下などがあたることになり、そのた
め働き手が奪われるとして徴兵反対の一

いっ

揆
き

が起きました。
問11　間

ま

宮
みや

林
りん

蔵
ぞう

は1808年に江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の命
令により樺

から

太
ふと

を探
たん

検
けん

し、樺太が島である
ことを確

かく

認
にん

しました。さらにシベリアの
アムール川下流地域も探

たん

査
さ

しました。
問12　アメリカ商船モリソン号は、日本
人漂

ひょう

流
りゅう

民
みん

の送りとどけと通商交
こう

渉
しょう

のため
来航しましたが、異国船打払令のため相

さ

模
がみ

の浦
うら

賀
が

と薩
さつ

摩
ま

の山川で撃
げき

退
たい

されまし
た。このモリソン号事件への対応を批

ひ

判
はん

して投
とう

獄
ごく

されたのは高野長英です。高野
長英は知識人の集まりである尚

しょう

歯
し

会
かい

の渡
わた

辺
なべ

崋
か

山
ざん

らとともに蛮
ばん

社
しゃ

の獄
ごく

で処
しょ

罰
ばつ

されま
した。
問13　Ａは大正時代、Ｂは戦国時代、Ｃ
は平成時代、Ｄは奈

な

良
ら

時代など、Ｅは明
治時代、Ｆは江戸時代の法律なので、Ｄ
→Ｂ→Ｆ→Ｅ→Ａ→Ｃとなります。

4　内閣総理大臣の歴史に関する問題
　まず最初にＡ～Ｆの内閣総理大臣を確定
します。Ａは原

はら

敬
たかし

、Ｂは吉
よし

田
だ

茂
しげる

、Ｃは安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

、Ｄは池田勇人、Ｅは犬
いぬ

養
かい

毅
つよし

、Ｆは伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

です。
問１　シベリア出兵は1918年にロシア革

かく

命
めい

に干
かん

渉
しょう

する目的で、日本、アメリカ、
イギリス、フランスが出兵した事件です。

３カ国は1920年に撤
てっ

退
たい

しましたが、日
本のみは1922年まで出兵を続け戦費は
約10億円に達しました。このことによ
り米商人が米の買い占めや売

う

り惜
お

しみを
したため米価が高

こう

騰
とう

し、その結果1918
年に富山県の漁村の主婦たちが米屋に押

お

しかける事件が起きました。この騒
さわ

ぎは
たちまち全国に広まりましたがこれを米

こめ

騒
そう

動
どう

といいます。
問２　第１回衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議員総選挙の時に選挙
権を持つ者は、直接国税15円以上納め
た25歳以上の男子に限られていました。
これは全人口の約1.1％程度でした。直
接国税３円以上納めた25歳以上の男子
に選挙権が与えられたのが1919年、25
歳以上のすべての男子に選挙権が認めら
れたのは1925年に改正された衆議院議
員選挙法（普通選挙法）以降、20歳以
上の男女に選挙権が認められたのは、第
二次世界大戦後の1945年のことです。
問３　第二次世界大戦後、朝

ちょう

鮮
せん

半島では北
ほく

緯
い

38度線を境に、北側に朝
ちょう

鮮
せん

民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

人
じん

民
みん

共
きょう

和
わ

国
こく

、南側に大
だい

韓
かん

民
みん

国
こく

が成立しま
した。1950年にこの２国にアメリカや
中国なども加わって始まった戦争が朝鮮
戦争です。戦争は一進一退を繰

く

り返
かえ

し、
1953年に休戦協定が結ばれました。
問４　日本はアメリカのサンフランシスコ
で第二次世界大戦の講和会議に臨

のぞ

み、日
本以外の参加国51 ヶ国中48 ヶ国と平和
条約を結びました。日本全

ぜん

権
けん

代表として、
吉田茂首相が参加しました。この条約に
より連合国軍の日本占

せん

領
りょう

は終
しゅう

了
りょう

しまし
た。また平和条約が結ばれるのとほぼ同
時に、主に日本の防衛のための条約であ
る日米安全保

ほ

障
しょう

条約が結ばれました。
問５　第

だい

五
ご

福
ふく

竜
りゅう

丸
まる

事件は1954年にアメリ
カがビキニ環

かん

礁
しょう

で行った水
すい

爆
ばく

実験の放
ほう

射
しゃ

能
のう

を、日本漁船の第五福竜丸が浴び乗組
員が死

し

亡
ぼう

した事件です。この事件をきっ
かけに1955年８月に広島で、第１回原

げん

水
すい

爆
ばく

禁止世界大会が開かれました。
問６　安倍晋三は2012年に２回目の首相
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に就
しゅう

任
にん

すると、デフレーションから抜
ぬ

け
出
だ

すためにお金の供
きょう

給
きゅう

量
りょう

を増やす金
きん

融
ゆう

緩
かん

和
わ

を中心とした経
けい

済
ざい

政
せい

策
さく

を打ち出しまし
た。この政策をアベと経済学を意味する
エコノミクスという言葉を組み合わせて
アベノミクスと呼んでいます。
問７　真

しん

珠
じゅ

湾
わん

攻
こう

撃
げき

は1941年12月に行われ
ました。国家総動員法が成立したのは
1938年、日独伊

い

三国同
どう

盟
めい

が締
てい

結
けつ

された
のは1940年、ポツダム会談が行われた
のは1945年、大

たい

政
せい

翼
よく

賛
さん

会
かい

が成立したの
は1940年です。アメリカ、イギリス、
ソ連の３カ国がドイツのポツダムで行っ
た会談により、日本の無条件降

こう

伏
ふく

を求め
るポツダム宣

せん

言
げん

が発表されました。
問８　クーラーは、カラーテレビ、カー（自
家用自動車）とともに1960年代後半か
ら70年代にかけて普

ふ

及
きゅう

した「新三種の
神器」に含

ふく

まれます。
問９　東京オリンピックは1964年10月10
日に開会式が行われ、その２年後の
1966年より、開会式が行われた10月10
日は「体育の日」として国民の祝日とな
りました。2000年以

い

降
こう

は「ハッピーマ
ンデー制度」により、10月の第２月曜
日となっています。東京オリンピックに
合わせて東海道新幹線、首都高速道路な
どが建設されました。
問10　吉

よし

野
の

作
さく

造
ぞう

は1916年に雑
ざっ

誌
し

に発表し
た論

ろん

文
ぶん

の中で、大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

下
か

での政
治理論である民本主義について論じてい
ます。
問11　犬養毅首相は満州国の承

しょう

認
にん

に反対
したため1932年に暗殺されましたが、
この事件を五・一五事件といいます。こ
の事件の結果、それまで８年間続いてい
た政

せい

党
とう

政治が終わり、以後軍人などが内
閣をつくるようになりました。柳

りゅう

条
じょう

湖
こ

事
じ

件
けん

は1931年、大逆事件は1910年、二・
二六事件は1936年に起きました。
問12　治

ち

外
がい

法
ほう

権
けん

（領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

）の撤
てっ

廃
ぱい

は、
1894年に第２次伊藤博文内閣の外務大
臣だった陸

む

奥
つ

宗
むね

光
みつ

によって成功しまし

た。関
かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

の回復に成功したのは、
第２次桂

かつら

太
た

郎
ろう

内閣の外務大臣の小
こ

村
むら

寿
じゅ

太
た

郎
ろう

です。
問13　日清戦争の講和会議には、日本側
からは当時首相だった伊藤博文と外務大
臣だった陸奥宗光が、清側は李

り

鴻
こう

章
しょう

らが
参加しました。この会議の結果結ばれた
下関条約で、清は賠

ばい

償
しょう

金
きん

２億テールを払
はら

うことを認め、日本はその一部をもとに
北九州に八

や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

を建設し1901年に
操
そう

業
ぎょう

を開始しました。下関条約で清は遼
りょう

東
とう

半島、台湾、澎
ほう

湖
こ

諸島が日本の支配下
に入ることを認めましたが、ロシア・フ
ランス・ドイツは遼東半島が日本の支配
下に入ることを嫌い、清に返すよう干渉
を加えてきました。これを三国干渉とい
います。ア・イ・エは日露

ろ

戦争の講和条
約であるポーツマス条約の内容です。
問14　Ａ～Ｆの内閣総理大臣を就任した順
番に並

なら

べると、伊藤博文→原敬→犬養毅
→吉田茂→池田勇人→安倍晋三となりま
す。伊藤博文は1885年12月～ 1888年４
月、1892年８月～ 1896年９月、1898年
１月～ 1898年６月、1900年10月～ 1901
年６月の４回内閣総理大臣の職にありま
した。原敬は1918年９月から1921年11
月の間、犬養毅は1931年12月～ 1932年
５月の間、吉田茂は1946年５月～ 1947
年５月の間と、1948年10月～ 1954年12
月の間、池田勇人は1960年７月～ 1964
年11月の間、安倍晋三は2006年９月～
2007年９月の間と、2012年12月から現
在まで内閣総理大臣の職にあります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点
2問3
「乳牛」・「生産」の語句が使われて
いない場合…不正解
3問10
「奪われる」の語句が使われていな
い場合…不正解

社会─解答と解説



小学6年  理科  ── 解答と解説

1

□1　各4点×5＝20点
□2　（1）各2点×5＝10点
　　（3）5点
　　他各3点×3＝9点
□3　各3点×7＝21点
□4　（1）（3）各2点×6＝12点
　　（4）5点
　　他各3点×6＝18点

計100点

（配点）

2

（5）（4）

24 25

4

（5）（4）

33 34

（1） （2） （3）

21 22

（完答） 

 23

倍

（5） （6） （7）

50 51  52

cm g cm

（1） （2）

26 27 28 29 （完答）3130

（3）

32

4342 44

（1） （2）

45 46 47 48

（3）

53 （完答）54

（8） （9）

39 （完答）40

（5） （6） （7）

41

①

① ② ③ ④ ⑤

②

3

35 36 37 38

（1） （2） （3） （4）

度

① ② ③ ④

自
転

公
転

（4）

49

おもりと電磁石の間の長さを変えると

屈折
くっせつ

しょくもつ れんさ

エ

二酸化炭素 食物連鎖

エ Ａ

× × × ×○ ア・エ

イエ イ

西 エ 54 イ
ア ア・ウ

エ アB C

今 い る 場 所 か ら 離 れ な

い よ う に す る 習 性 。

　 　 　 　 　 　 お も り の 受 け る

磁 力 が 変 化 し て し ま う か ら 。

9
4

14 20 20.5

東 西 東×
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【解　説】

1　光の性質と進み方についての問題

（1）豆電球から出る光は、さまざまな方向

へ広がりながら進みます。このような光

線を拡散光線といいます。一方、レーザ

ー光線などのように広がることなく進む

光のことを平行光線といいます。太陽か

らの光も拡散光線ですが、およそ１億

5000万kmも離れた我々にまで届いてい

る光は、限りなく平行光線に近いものに

なっています。

（2）光が出ている場所を光源といいます。

光源から20cm離れたＡと、30cm離れた

Ｂには、

右図のよ

うに同じ

量の光が届いていますが、それによって

照らされる面積が広くなるほど光は散ら

ばってしまうため、照らされる面積のせ

まいＡの方が明るくなります。

（3）ＡとＢとは相似形になっていて、光源

からの距離が2：3になっているため、

面積の比は2×2：3×3＝4：9になって

います。（2）のように、同じ量の光によ

って照らされる面積が広くなるほど明る

さは暗くなってしまうことから、ＡとＢ

での明るさは面積の比の逆比で9：4と

なります。したがって、Ｂの明るさはＡ

の明るさの、4÷9＝ 4
9（倍）であるとい

えます。

（4）「空気中から水」や、「空気中からガラ

ス」といったように、性質の異なる物質

の中へと光がななめに進んでいくときに

は、その境界面で折れ曲がるようにして

進みます。これを光の屈
くっ

折
せつ

とよんでいま

す。

（5）「空気中からガラス」のように光が進

みにくい物質の中へと入るときは、その

境界面から遠ざかる向きに屈折し、「ガ

ラスから空気中」のように光が進みやす

い物質の中へと入るときは、その境界面

に近づく向きに屈折します。このことか

ら、図２の光は２回屈折してエの方向へ

と進むことがわかります。

2　水中の生物についての問題

（1）①メダカには５種類のひれがついて

いますが、図１のＡはむなびれです。　

②オスのメダカの背びれには切れ込みが

あり、しりびれが平行四辺形に近い形を

しており、メスのメダカの背びれには切

れ込みがなく、しりびれが三角形に近い

形をしているため、図１に描かれている

のはメスのメダカだとわかります。　③

メスのメダカが産んだ卵をそのままにし

ておくと、親のメダカに食べられてしま

うので、別の水そうに移した方がよいで

す。　④一度にすべての水を取りかえて

しまうと、水温が大きく変化してしまう

だけでなく、水の中にいたプランクトン

や、ふんを分解してくれていたバクテリ

アもいなくなってしまうので、 1
2 〜

1
3 ぐらいずつ水を取りかえます。　

⑤メダカが食べ残すぐらいたくさんのえ

さをあたえてしまうと、水がよごれる原

因になります。

（2）実験１の結果からメダカは水の流れ

を感じ、実験２の結果からメダカは色や

豆電球

スリット Ａ Ｂ

理科─解答と解説



明暗といった光を感じ取って動いている

ことがわかります。

（3）もともと水のきれいな川の中でメダ

カが生活していることを考えると、水の

流れには逆らい、まわりの景色と一緒に

泳ごうとしているのは、今いる生活に適

した環境から離れないようにするメダカ

の習性であることが予想されます。

（4）図４の矢印の向きに注目すると、Ｂ〜

Ｅの生物すべてが排出している気体なの

でＡは二酸化炭素であることがわかりま

す。植物も動物も活動のエネルギーを得

る目的で呼吸をしています。

（5）葉緑体を持つ植物プランクトンは、呼

吸によって二酸化炭素を排出すると同時

に、光が十分にあたる環境のもとでは二

酸化炭素を吸収して酸素を排出する光合

成を行います。そして、この植物プラン

クトンは動物プランクトンに食べられ、

動物プランクトンは小形の魚に、そして

小形の魚は大形の魚に食べられます。こ

のように、自然の環境においていろいろ

な生物が食べる・食べられるの関係でつ

ながれていることを食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

とよんでい

ます。

3　太陽の動きについての問題

（1）地球が西から東に向かって自転して

いるので、北半球の日本では太陽が東の

地平線から右上に向かってのぼり、南の

空を通り、右下に向かって西の地平線に

しずむように見えます。したがって、図

１のＡが南、Ｂが東、Ｄが西の方角にな

ります。

（2）地球が自転する速さは一定なので、透

明半球上に記録した１時間ごとの太陽の

位置も等しい間隔でならびます。

（3）点Ｈはちょうど南中したときの太陽

の位置を示しているので、角ＡＯＨはこ

の日の南中高度を表しています。春分の

日の南中高度は、90−（その地点の緯度）

で求められるため、今回の観測地点とな

っている北緯36度の場所での南中高度

は、90−36＝54（度）になります。

（4）春分の日から２か月経過すると夏至

の日に近くなっているため、太陽は少し

北にずれた東の地平線からのぼり、南の

高い空を通って、少し北にずれた西の地

平線にしずみます。このことから、イが

答えとなります。

（5）（4）のように太陽が動いて見えると、

太陽とは反対の方角にできるかげは、日

の出のころには少し南にずれた西の方角

にのび、昼は北側に短いかげができ、夕

方には少し南にずれた東の方角にのびる

ようになります。このことから、かげの

先たんを結ぶとエのような曲線を描くこ

とがわかります。

（6）北極が上になるようにして描いた図

３において、地球の自転と公転はともに

反時計回りになっているため、地球の自

転方向はＢ、地球の公転方向はＣになり

ます。

（7）図３のエのように地軸が太陽の方に

二酸化
炭素

植物
プランクトン

動物
プランクトン 小形の魚 大形の魚
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かたむくと、北半球の地点では太陽高度

が高くなるので、ここに地球があるとき

が夏至の日のころです。さらに、地球は

太陽のまわりを反時計まわりに公転して

いくのでウが秋分の日の、イが冬至の日

の、アが春分の日の地球の位置になりま

す。

4　電磁石についての問題

（1）磁石のＮ極とＳ極はおたがいに引き

つけ合い、Ｎ極とＮ極やＳ極とＳ極のよ

うに同じ極どうしでは反発する性質があ

ります。図１の①に置いた方位磁針のＳ

極は、棒磁石のＮ極に引きつけられてエ

のようになります。②に置いた方位磁針

のＳ極は、左にある棒磁石のＮ極に、方

位磁針のＮ極は、右にある棒磁石のＳ極

にそれぞれ引きつけられるため、方位磁

針はイのようになります。

（2）棒磁石の中では、両端がそれぞれＮ極

とＳ極になった鉄の粒（これを鉄原子と

いう）がきれいに整列していると考えら

れ、棒磁石を落として２つに割っても鉄

原子が割れることはないため、切り口は

一方のはしと反対の極になっています。

このことから、答えはイになります。

（3）導線に電流を流

すと、右図のよう

に導線を軸として

電流の向きに対し

て時計回りの磁力線が発生します。図３

において、北向きに電流が流れるアの導

線の上に置いた方位磁針のＮ極は、東向

きの磁力線の影響を受けて少し東にふ

れ、導線の下に置いたイの方位磁針のＮ

極は、西向きの磁力線の影響を受けて少

し西にふれます。電池の＋極から出た電

流は、途中でウの方へ流れる導線とエの

方に流れる導線の２つに分かれますが、

エがある導線には電気の流れをさまたげ

る豆電球が１つもないので、ウがある導

線には電流がまったく流れません（これ

をショートといいます）。したがって、

ウの場所に置いた方位磁針は北を向いた

まま針がふれず、南向きに電流が流れる

エの導線の下に置いた方位磁針は、少し

東にふれることがわかります。

（4）導線を何重にも巻くことによって、発

生する磁力線を強くしたものが電磁石で

す。この磁力線は電磁石に近づくほど強

くなるので、鉄のおもりが電磁石から受

ける磁力の大きさを一定に保ち続けるた

めには、ばねを持つ手を上下させておも

りと電磁石との間隔を変えないようにし

なければなりません。

（5）図４のグラフで、ばねの長さを表す目

もりが２cmずつになっていることに注

意して、おもりの重さを０gにしたとき

のばねの長さを読み取ると14cmになっ

ていて、これがばねに何もつるさないと

きの長さになります。

（6）図４で、80gのおもりをつるすとばね

の長さは14cmから18cmまで４cm長くな

っていることから、このばねを１cmの

ばすためには、80÷4＝20（g）のおもり

をつるせばよいとわかります。

（7）20gで１cmのびるばねは、130gのおも

りをつるすことによって、1× 13020 ＝

6.5（cm）のびて、14＋6.5＝20.5（cm）の長

電流

磁力線の向き

理科─解答と解説



さになります。なお、電源装置のスイッ

チを切った状態ではコイル（導線を何重

にも巻いたもの）は電磁石になっていな

いため、ばねはおもりの重さの分しかの

びません。

（8）電源装置のスイッチを入れてコイル

に電流を流すと、鉄のおもりは電磁石の

磁力に引きつけられて、おもりをつるし

たとき以上にばねはたくさんのびるよう

になります。

（9）電磁石は、導線に流す電流を増やした

り、導線を巻く数を増やしたりすること

で磁力が強くなります。磁力が強くなる

と、鉄のおもりはもっと強い力で下向き

に引かれるようになるため、ばねは（8）

の状態よりさらに長くなります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがってい
ない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章表現の不備がある場合
��…－１点
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エ

ア

ア

ア

前

秀

美

も

ま

た

赤

間

ひ

ろ

子

の

貧

し

さ

に

気

づ

い

た

の

で

、

秀

美

ひ

と

り

を

仲

間

外

れ

に

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

理

由

が

な

く

な

っ

た

か

ら

。
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【
解
　
説
】

　

�　

山や
ま

田だ

詠え
い

美み

の
「
ぼ
く
は
勉
強
が
で
き
な
い
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

転
校
生
の
秀ひ

で

美み

は
、
な
ぜ
か
ク
ラ
ス
で
は
「
へ
そ
曲
り
」
と
言
わ
れ
、

仲
間
外
れ
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
と
う
と
う
自
分
一
人

が
赤
間
ひ
ろ
子
の
こ
と
で
仲
間
外
れ
に
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
気
づ
き
ま
す
。

そ
こ
で
秀
美
も
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
て
み
た
の
で
す
が
、

赤
間
ひ
ろ
子
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
は
げ
し
く
反
発
さ
れ
ま
す
。
秀
美
は

自
分
の
行
動
に
対
し
て
、
自
己
嫌け
ん

悪お

を
感
じ
る
の
で
す
が
、
逆
に
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
は
秀
美
を
ほ
ん
と
う
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
し
て
む
か
え
い
れ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

秀
美
が
い
つ
か
赤
間
ひ
ろ
子
の
秘
密
に
気
づ
け
ば
、
赤
間
ひ
ろ
子
は
、

秀
美
が
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
で
保
た
れ
て
い
た
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
、
秀
美
が
赤
間
ひ
ろ
子
の
秘

密
を
知
っ
て
し
ま
え
ば
、
秀
美
に
だ
け
秘
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
生
じ
る
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
ふ
ん
い
き
は
な

く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
秀
美
は
ほ
ん
と
う
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
し
て
む

か
え
い
れ
ら
れ
た
の
で
す
。

問
一　

本
文
に
は
「
子
供
た
ち
は
、
皆み
ん
な

、
奥お
く

村む
ら

と
赤
間
ひ
ろ
子
の
や
り
取

り
を
見
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
も
、
は
し
ゃ
い
で
雑
音
を
作
り
、
見
て
い

な
い
と
い
う
ア
リ
バ
イ
を
作
り
な
が
ら
、
視
線
を
ひ
ろ
子
の
席
に
動
か

し
て
い
た
の
だ
」
と
あ
り
ま
す
。
い
ま
ク
ラ
ス
の
な
か
で
、
赤
間
ひ
ろ

子
の
秘
密
を
知
ら
な
い
の
は
、
秀
美
だ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
で

赤
間
ひ
ろ
子
は
救
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、み
ん
な
は
秀
美
が
、

赤
間
ひ
ろ
子
が
分
度
器
や
定
規
を
う
け
と
る
よ
う
す
に
気
づ
か
せ
な
い

よ
う
に
じ
ゃ
ま
を
し
て
い
た
の
で
す
。
み
ん
な
が
見
て
い
な
い
ふ
り
を

し
な
が
ら
ひ
ろ
子
の
席
を
見
て
い
た
の
は
、
じ
つ
は
秀
美
の
反
応
を
う

か
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

問
二　

後
で
秀
美
が
気
づ
い
た
よ
う
に
赤
間
ひ
ろ
子
の
家
は
、「
定
規
を

買
え
な
い
程
の
貧
し
い
家
庭
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
冗じ
ょ
う

談だ
ん

で
は
す
ま
な

い
ほ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
赤
間
ひ
ろ
子
に
と
っ
て
は
、
秀
美
が

赤
間
ひ
ろ
子
の
貧
し
さ
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
が
心
の

支
え
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
秀
美
に
目
の
前
で
奥
村
先
生
か
ら
定
規
を

か
り
る
す
が
た
を
見
せ
る
の
は
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

問
三　

赤
間
ひ
ろ
子
は
「
鳥
の
餌
」
だ
と
い
っ
て
パ
ン
を
集
め
て
い
た
け

れ
ど
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
「
貴
重
な
食
料
」
だ
っ
た
の
だ
と
、

そ
の
と
き
に
気
づ
い
た
の
で
す
。

問
四　

直
前
に
「
秀
美
の
心
に
衝し
ょ
う

撃げ
き

を
与あ
た

え
た
の
は
、
そ
の
こ
と
を
ク
ラ

ス
全
員
が
知
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
鳥
の
餌
だ
と
言
う
ひ
ろ
子
の
嘘う
そ

を
、

黙も
く

認に
ん

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
皆
、
共
犯
で
、
秀
美
だ
け
が
、
仲
間

外
れ
に
さ
れ
て
い
た
の
だ
」と
あ
り
ま
す
。
赤
間
ひ
ろ
子
に
と
っ
て
は
、

秀
美
に
だ
け
は
、
家
の
貧
し
さ
を
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
心
の

支
え
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
は
秀
美
が
そ
の
秘
密
に
気
づ

か
な
い
よ
う
に
秀
美
を
仲
間
外
れ
に
し
て
い
た
の
で
す
。

問
五　

赤
間
ひ
ろ
子
は
、
秀
美
に
秘
密
を
知
ら
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
秀
美
が
話
し
か
け
て
き
た
の
で
、「
怪け

訝げ
ん

」に
思
っ

た
の
で
す
。

1
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問
六　

隆り
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う

が
「
お
ま
え
は
、
赤
間
さ
ん
っ
て
子
の
プ
ラ
イ
ド
を
粉
々

に
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
な
あ
。
誰だ
れ

も
が
、そ
の
子
に
同
情
し
て
た
。
で
も
、

お
ま
え
は
、
そ
れ
に
気
付
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
子
の
気
持
が
、

ど
れ
だ
け
救
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

問
七　

本
文
に
「
畳た
た
み

の
匂に
お

い
は
、
彼
の
心
を
安
ら
が
せ
た
。
さ
っ
き
ま
で

感
じ
て
い
た
の
が
自
己
嫌
悪
と
い
う
心
の
動
き
だ
と
す
る
と
、そ
れ
は
、

あ
る
意
味
で
は
心
地
良
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
、彼か
れ

は
感
じ
て
い
た
。

…
…
そ
の
行
き
着
く
先
で
は
、
祖
父
の
胡あ
ぐ

坐ら

が
感
情
を
受
け
止
め
て
く

れ
る
の
を
彼
は
知
っ
て
い
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
は
「
自
己

嫌
悪
」
に
と
ら
わ
れ
た
自
分
の
つ
ら
さ
を
祖
父
が
受
け
止
め
て
く
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
。

問
八　

秀
美
は
「
昨
日
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
言
っ
て
た
同
情
っ
て
こ
と
じ

ゃ
な
い
よ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
秀
美
が
隆
一
郎
の
こ
と
ば
を
、
同
情

を
い
ま
し
め
た
も
の
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
て
隆
一
郎
は
「
け
ど
ね
、
そ
ん
な
つ
も
り
で
な
く
や
っ
て
し
ま
う

の
は
、
鈍ど
ん

感か
ん

だ
と
い
う
こ
と
だ
よ
」
と
い
い
ま
す
。
同
情
な
ら
ば
、
自

分
の
意
志
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。
じ
っ
さ
い
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

た
ち
は
、
赤
間
さ
ん
に
同
情
し
な
が
ら
も
、
彼
女
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
ふ
る
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
秀
美
は
、
鈍
感
だ
か
ら
、
自
分
の
行
動
が

赤
間
ひ
ろ
子
を
傷
つ
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。

問
九　

そ
っ
と
伝
え
る
と
き
に
は
「
耳
打
ち
」
し
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
と
腹
を
立
て
る
と
き
に
は
「
舌
打
ち
」
を
し
ま
す
。

問
十　

秀
美
が
赤
間
さ
ん
の
秘
密
に
気
づ
く
ま
で
は
、
み
ん
な
で
そ
の
秘

密
を
守
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
秀
美
だ
け
が
の
け
者
に
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
秀
美
も
赤
間
さ
ん
の
秘
密

に
気
づ
い
て
し
ま
え
ば
、秀
美
も
み
ん
な
と
同
じ
仲
間
で
す
。
だ
か
ら
、

急
に
み
ん
な
の
態
度
が
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
十
一　
「
秀
美
は
、
そ
れ
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
感
情
を
抱か
か

え
て

帰
宅
し
た
」
よ
り
前
に
は
、
学
校
で
の
で
き
ご
と
が
書
か
れ
、
こ
れ
よ

り
後
に
は
、
家
で
の
で
き
ご
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
翌
日
、

秀
美
が
登
校
す
る
と
、
赤
間
ひ
ろ
子
は
、
既す
で

に
席
に
着
い
て
漢
字
の
書

き
取
り
を
し
て
い
た
」
か
ら
は
翌
日
の
学
校
で
の
で
き
ご
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
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�　

清し

水み
ず

義よ
し

範の
り

の
『「
大
人
」
が
い
な
い
…
』
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

筆
者
は
多
く
の
人
々
が
知
っ
て
い
る
、
漱そ

う

石せ
き

の
「
坊ぼ

っ
ち
ゃ
ん
」
を
と

り
あ
げ
て
、「
大
人
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、「
大
人
に
な
れ
な
い
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

大
人
に
な
ら
な
い
と
、
無む

垢く

な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

そ
れ
は
大
人
と
し
て
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
自
分
に
と
っ
て

い
や
な
も
の
を
放ほ
う

棄き

す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

問
二　

本
文
の
「
こ
の
小
説
は
ど
う
し
て
…
…
と
い
う
題
名
な
の
か
」
以

降
に
「
エ
」
以
外
は
す
べ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
エ
」
に
は
「
正
義

感
あ
ふ
れ
る
若
者
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
む
し
ろ
「
坊
っ
ち

ゃ
ん
」
と
言
う
の
は
か
な
り
バ
カ
に
し
た
言
い
方
で
あ
る
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

問
三　

本
文
に
は
「
と
い
う
わ
け
で
、『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
は
ス
カ
ッ
と
胸

の
す
く
物
語
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
行
動
は
問
題
を

ひ
と
つ
も
解
決
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
大
人
の
ず
る
さ
に
、
子
供
の
正

義
が
鉄て
っ

拳け
ん

を
く
ら
わ
す
と
い
う
爽そ
う

快か
い

さ
が
あ
る
の
だ
」
と
あ
り
ま
す
。

子
供
は
自
分
の
感
情
だ
け
で
行
動
し
ま
す
か
ら
、
爽
快
で
は
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
世せ

俗ぞ
く

の
知ち

恵え

」
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
の

で
、
ど
う
す
る
の
が
よ
り
い
い
こ
と
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
も
し
ま
せ
ん
。

問
五　

こ
こ
に
は
「
大
人
」
の
悪
い
と
こ
ろ
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ア
」
だ
け
が
、
大
人
に
な
れ
な
い
人
の
特
長
に
な
り
ま
す
。

問
六　

校
長
は
、
口
で
は
「
教
師
は
生
徒
の
模も

範は
ん

に
な
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
「
建
前
」
で
す
、「
建
前
」
の
反
対

は
「
本
音
」
で
す
。「
単
な
る
希
望
で
す
か
ら
心
配
し
な
く
て
い
い
」

と
い
う
の
が
校
長
の
本
音
で
す
。

問
七　

本
文
に
は
、「
ま
ず
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
と
ん
で
も
な
い
田
舎
へ
来

て
し
ま
っ
た
と
考
え
、
田
舎
の
悪
口
を
並
べ
た
て
る
。
こ
の
小
説
は
東

京
か
ら
来
た
人
間
が
田
舎
の
悪
口
を
言
う
と
い
う
内
容
な
の
か
、
と
思

う
ほ
ど
だ
」
と
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
生

ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
バ
カ
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
怒
る
の
も
当

然
で
す
。

問
八　
「
イ
」
は
宮み
や

沢ざ
わ

賢け
ん

治じ

、「
ウ
」
は
島し
ま

崎ざ
き

藤と
う

村そ
ん

、「
エ
」
は
森も
り

鷗お
う

外が
い

の

作
品
で
す
。

　

�　

漢
字
の
知
識
を
問
う
問
題
で
す
。

　

①�　
「
日
」
が
意
味
を
、「
青
」
が
セ
イ
と
い
う
読
み
を
表
し
ま
す
。「
形

声
文
字
」
と
い
い
ま
す
。

　

②�　
「
山
」
の
か
た
ち
か
ら
で
き
た
文
字
で
す
。「
象
形
文
字
」
と
い
い

ま
す
。

　

③�　
「
木
」
の
ね
も
と
に
印
を
つ
け
て
モ
ト
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。

「
指
事
文
字
」
と
い
い
ま
す
。

　

④�　
「
子
」
と
「
女
」
と
を
組
み
合
わ
せ
た
文
字
で
す
。
ど
ち
ら
か
が
読

み
を
表
す
わ
け
で
は
な
い
の
で
、「
形
声
文
字
」
で
は
な
く
、「
会
意
文

字
」
で
す
。

2
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